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試料・情報利用研究計画書（概要）

第一三共株式会社

抗酸化反応活性化を作用機序とする治療標的評価と適応症探索 2021年4月～2025年3月

東北メディカル・メガバンク機構

対象：コホート参加者のうち、全ゲノム解析実施済の成人　約12
万人
試料：なし
情報：ゲノム配列情報、基本情報、調査票・健診情報、血液検査
尿検査情報、頚動脈エコー、メタボローム、眼底写真をはじめとし
た眼科データ、呼吸機能検査、アレルギー検査、口腔メタゲノム、
服用している薬剤、レセプト情報

　ヒトを対象とする医学系研究の倫理指針、ヒトゲノム・遺伝子解析研究倫理指針の他、別途締結する研究契約を遵守
して研究を遂行します。
　高度なセキュリティーを担保したスーパーコンピュータを機構内に設置し、個人識別情報を管理しています。本研究に
おいて、共同研究者がアクセスする場合も、遠隔セキュリティルームの端末から、あらかじめ承認された者のみが解析
を行います。

統合解析コンソーシアム運営等資金

山本　雅之 東北メディカル・メガバンク機構

　呼吸によって得られた酸素の一部は、活性酸素という物質に変わって体内に蓄積されます。活性酸素は、体内の
DNAやたんぱく質を傷つけ、老化の原因となります（これを酸化ストレスといいます）が、自分自身にそなわる抗酸化力
でそれを抑えることにより、ウイルスや細菌から体を守る免疫機能として重要な役割をもちます。しかしながら、なんら
かの原因で抗酸化力と酸化ストレスのバランスが崩れ、酸化ストレスが大きくなると、老化やがんなどの病気を引き起
こします。酸化ストレスは慢性腎疾患・動脈硬化・心血管イベントのリスク因子として知られ、酸化ストレスに対抗する
抗酸化反応の活性化が治療標的となる可能性が示唆されています。本研究では、抗酸化反応の活性が高い集団は
実際に酸化ストレスの除去等を介して慢性腎疾患・動脈硬化・心血管イベントを起こしにくいのか調査します。その結
果を確認し、抗酸化反応は治療標的となるかどうか、どんな病気が適応となるかを探索します。

　東北メディカル・メガバンク計画の成人１２万人のデータを用い、遺伝的に抗酸化反応が高い集団とそうでない集団で
慢性腎疾患・動脈硬化・心血管イベントとの関連を調査します。また、遺伝的に抗酸化反応の高低やそのマーカーに
関連する健康情報について網羅的に探索します。

　抗酸化反応の強さと疾患リスクの間に相関があるかどうかを検証することにより、これらの疾患の治療につながると
期待されます。また、適応症探索によって治療を適切な患者に届けることにつながると期待されます。

2021年3月　東北メディカル・メガバンク機構倫理委員会承認

令和3年5月12日
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